
○

作

品

タ

イ

ト

ル 

 
斜

め

上

の

キ

ミ

に

捧

ぐ 

 

○

著

者

名 

丹

治

 

航 

 

○

あ

ら

す

じ 

副

島

律

（

１

１

）

は

、

ピ

ア

ノ

を

習

っ

て

い

る

が

、

身

が

入

ら

ず

、

自

信

も

な

い

。

渋

々

練

習

し

て

い

る

と

、

フ

ル

ー

ト

の

旋

律

が

聴

こ

え

て

く

る

。

そ

れ

は

、

同

じ

マ

ン

シ

ョ

ン

の

斜

め

上

に

住

む

同

級

生

・

草

笛

み

き

（

１

１

）

が

奏

で

て

い

た

。

み

き

に

憧

れ

な

が

ら

も

、

接

点

を

持

て

ず

に

い

た

律

は

、

あ

る

こ

と

を

思

い

つ

き

、

実

行

し

よ

う

と

す

る

の

だ

が

…

。 

 

○

概

要 

ピ

ア

ノ

を

習

う

小

学

生

と

、

同

じ

マ

ン

シ

ョ

ン

の

斜

め

上

に

住

む

フ

ル

ー

ト

を

吹

く

同

級

生

が

、

曲

を

通

じ

、

心

を

通

わ

す

物

語

。 

 



○

本

編

の

文

字

数 
４

０

６

１

文

字

（

ス

ペ

ー

ス

を

含

め

な

い

） 
※

ス

ペ

ー

ス

を

含

め

る

と

４

１

０

２

文

字 

ペ

ラ

換

算

３

４

枚 

 

○

登

場

人

物

表 

副

島

律

（

１

１

）

男

子

小

学

生 

草

笛

み

き

（

１

１

）

女

子

小

学

生 

副

島

奏

（

４

０

）

律

の

母 

福

添

幸

（

３

０

）

ピ

ア

ノ

教

室

の

先

生 

く

み

（

１

１

）

女

子

小

学

生 

 

○

参

考 

Bach, Johann Sebastian. Air on the G String
.
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○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

２

０

２

号

室

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

電

子

ピ

ア

ノ

の

演

奏

音

と

共

に

、

キ

ッ

チ

ン

で

夕

食

を

作

る

副

島

奏

（

４

０

）

を

、

リ

ビ

ン

グ

か

ら

見

る

。 

電

子

ピ

ア

ノ

を

弾

く

副

島

律

（

１

１

）、

練

習

に

疲

れ

、

溜

息

し

つ

つ

ピ

ア

ノ

に

も

た

れ

る

。 

開

い

た

窓

の

網

戸

か

ら

風

が

吹

き

、

レ

ー

ス

カ

ー

テ

ン

が

翻

る

と

共

に

、

近

く

か

ら

フ

ル

ー

ト

で

奏

で

ら

れ

る

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

」

が

聞

こ

え

て

く

る

。 

律

、

顔

を

上

げ

、

３

０

１

号

室

の

あ

る

斜

め

上

を

見

上

げ

る

。 

奏

、

手

を

動

か

し

つ

つ

、 

奏

「

律

ー

。

そ

ろ

そ

ろ

で

き

る

よ

ー

」 

と

、

声

を

か

け

る

も

、

反

応

が

な

く

、

顔

を

上

げ

、 

奏

「

り

…
…

」 

と

、

律

を

見

る

と

、

手

を

止

め

る

。 

律

、

ボ

ー

ッ

と

斜

め

上

を

見

上

げ

た

ま

ま

、

フ

ル

ー

ト

の

旋

律

を

聴

く

。 
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奏

「

フ

フ

ッ

」 

と

、

手

を

動

か

す

。 

律

、

フ

ル

ー

ト

が

止

み

、

溜

息

を

つ

く

と

、

楽

譜

を

映

し

て

い

た

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

い

じ

る

。 

奏

「

律

ぅ

？

」 

律

「

へ

？

」 

奏

「

ボ

ー

ッ

と

聴

き

惚

れ

て

な

い

で

、

律

も

ち

ゃ

ん

と

練

習

し

な

い

と

。

み

き

ち

ゃ

ん

と

一

緒

に

演

奏

で

き

な

い

よ

？

」 

律

「

…
…

ん

な

こ

と

し

な

い

し

…
…

（

小

声

で

）

で

き

な

い

し

…
…

」 

奏

「

ん

？

 

ほ

ら

も

う

で

き

た

か

ら

。

持

っ

て

っ

て

」 

律

「

…
…

は

ー

い

」 

と

、

不

貞

腐

れ

つ

つ

キ

ッ

チ

ン

へ

。 

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

 

フ

ル

ー

ト

 

ピ

ア

ノ

」

で

検

索

し

た

動

画

サ

イ

ト

を

映

す

タ

ブ

レ

ッ

ト

画

面

、

消

え

る

。 

 

○

同

上

（

朝

） 

網

戸

か

ら

の

朝

日

に

照

ら

さ

れ

る

電

子

ピ

ア
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ノ

と

タ

ブ

レ

ッ

ト

。 
律

「

行

っ

て

き

ま

ー

す

」 

奏

「

行

っ

て

ら

っ

し

ゃ

ー

い

」 

 

○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

外

観

（

朝

） 

２

０

２

号

室

か

ら

出

る

律

と

、

ほ

ぼ

同

時

に

３

０

１

号

室

か

ら

出

る

草

笛

み

き

（

１

１

）。 

 

○

通

学

路

（

朝

） 

先

を

行

く

律

と

、

後

方

を

歩

く

み

き

。 

く

み

「

み

き

み

き

ー

！

」 

く

み

（

１

１

）
、

み

き

に

駆

け

寄

る

。 

み

き

「

あ

っ

、

く

み

ち

ゃ

ん

お

は

よ

ー

」 

く

み

「

お

は

ー

。

あ

っ

、

明

日

だ

よ

ね

？

 

音

楽

発

表

会

の

楽

器

決

め

。

何

や

る

？

」 

み

き

「

ん

ー

。

私

は

、

リ

コ

ー

ダ

ー

で

い

い

か

な

」 

く

み

「

え

ー

？

 

フ

ル

ー

ト

じ

ゃ

な

く

？

」 

み

き

「

選

べ

な

い

じ

ゃ

ん

フ

ル

ー

ト

は

」 

く

み

「

だ

よ

ね

？

 

で

も

先

生

に

言

え

ば

―
―

」 

み

き

「

言

わ

な

い

っ

て

恥

ず

い

」 
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く

み

「

え

ー

！

 

皆

に

聴

か

せ

た

い

な

ー

。

あ

の

ー

、

ピ

ア

ノ

教

室

の

先

生

と

の

さ

ぁ

…
…

何

だ

っ

け

？

 
ば

ば

ぁ

の

じ

い

さ

ん

超

パ

エ

リ

ア

ー

！

 

み

た

い

な

」 

み

き

「

バ

ッ

ハ

の

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

」」 

く

み

「

そ

れ

な

。

そ

う

あ

の

ア

リ

ア

！

 

め

っ

ち

ゃ

…
…

ア

リ

ア

だ

っ

た

わ

ー

」 

み

き

「

フ

フ

ッ

。

ア

リ

ア

だ

っ

た

？

」 

く

み

「（

訛

っ

て

）

ア

リ

ア

ア

リ

ア

。

ね

ぇ

」 

み

き

「

ん

？

」 

く

み

「

何

で

、

発

表

会

な

ん

て

や

ん

の

か

な

ー

。

上

手

い

人

だ

け

で

や

り

ゃ

、

い

い

の

に

さ

ー

。

み

き

み

き

み

た

い

に

っ

」 

み

き

「

ん

な

こ

と

な

い

し

、

さ

み

し

い

こ

と

言

わ

な

い

で

よ

ー

」 

く

み

「

え

ー

？

 

じ

ゃ

教

え

て

よ

」 

み

き

「

え

ー

…
…

？

」 

く

み

「

何

で

や

ん

の

？

 

発

表

会

」 

み

き

「

何

で

？

 

ん

ー

」 

律

、

考

え

る

よ

う

な

表

情

に

。 
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み

き

「

わ

か

ん

な

い

け

ど

さ

。

繋

が

る

た

め

、

か

な

」 

律

、

困

惑

す

る

よ

う

な

表

情

に

。 

く

み

「

繋

が

る

？

 

何

が

？

 

何

と

？

」 

み

き

「

ん

？

 

人

と

人

が

、

繋

が

る

た

め

」 

律

、

ハ

ッ

と

す

る

よ

う

な

表

情

に

。 

み

き

「

人

前

っ

て

、

緊

張

す

る

じ

ゃ

ん

？

 

何

か

、

喋

る

よ

り

、

演

奏

す

る

方

が

、

緊

張

が

、

伝

わ

っ

ち

ゃ

う

っ

て

い

う

か

。

緊

張

っ

て

い

う

、

言

葉

に

な

ら

な

い

も

の

？

 

本

心

？

 
気

持

ち

が

、

曲

に

乗

る

っ

て

い

う

か

。

誤

魔

化

せ

な

い

、

隠

せ

な

い

っ

て

い

う

か

。

で

も

、

だ

か

ら

こ

そ

、

音

楽

で

皆

、

テ

ン

シ

ョ

ン

上

が

っ

た

り

、

悲

し

く

な

っ

た

り

、

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

た

り

、

怖

く

な

っ

た

り

、

す

る

の

か

な

っ

て

。

音

楽

が

、

繋

げ

て

る

の

か

な

っ

て

」 

く

み

、

立

ち

止

ま

り

、 

く

み

「

お

ぉ

ー

！

」 

と

、

拍

手

。 

律

、

歩

き

つ

つ

小

さ

く

拍

手

。 

み

き

「

ち

ょ

っ

、

や

め

、

恥

ず

い

っ

て

…
…

！

」 

く

み

「

何

か

よ

く

わ

か

ん

な

い

け

ど

」 



6 

 

み

き

「

わ

か

ん

な

い

ん

か

ー

い

！

」 
く

み

「

で

も

、

伝

わ

っ

て

た

よ

ー

？

 

エ

ン

ジ

ョ

イ

ア

リ

ア

ー

ッ

！

 

っ

て

、

ね

！

？

 

り

っ

ち

ー

？

」 

律

「

…
…

え

っ

！

？

」 

と

、

振

り

返

る

。 

律

を

見

る

み

き

と

く

み

。 

律

を

見

る

み

き

。 

律

、

慌

て

て

目

を

反

ら

し

、 

律

「

あ

っ

、

う

ん

」 

と

、

前

を

向

い

て

歩

き

出

す

。 

く

み

「

ピ

ア

ノ

や

る

の

ー

？

 

り

っ

ち

ー

」 

律

、

前

を

向

い

た

ま

ま

、 

律

「

や

っ

、

や

ら

な

い

よ

」 

く

み

「

や

ら

な

い

の

ー

？

」 

律

「

自

分

よ

り

、

上

手

い

人

な

ん

て

、

い

く

ら

で

も

い

る

し

」 

み

き

、

何

か

言

お

う

と

す

る

。 

律

「

恥

ず

い

よ

。

鍵

盤

ハ

ー

モ

ニ

カ

で

、

い

い

か

な

」 

く

み

「

そ

っ

か

ー

。

ど

ー

し

よ

っ

か

な

ー

私

。

み

き

み

き

リ

コ

ー

ダ

ー

な

ら

、

私

も

リ

コ

ー

ダ

ー

に

し
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よ

っ

か

な

ー

？

」 

律

、

早

歩

き

で

小

学

校

へ

。 

み

き

、

離

れ

て

い

く

律

を

見

る

。 

く

み

「

色

々

教

え

て

ね

ー

？

 

み

き

せ

ん

せ

っ

」 

み

き

「

え

っ

？

 
い

や

っ

、

先

生

じ

ゃ

な

い

っ

て

」 

く

み

「

い

や

先

生

よ

り

先

生

だ

っ

て

」 

み

き

「

い

や

先

生

よ

り

先

生

っ

て

何

？

」 

く

み

「

…
…

先

々

生

？

」 

早

歩

き

す

る

暗

い

表

情

の

律

、

小

学

校

の

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

る

中

、

朝

日

が

射

し

、

眩

し

そ

う

に

顔

を

歪

め

る

。 

チ

ャ

イ

ム

、

歪

ん

で

い

く

。 

 

○

街

（

夕

） 

日

が

傾

き

、

チ

ャ

イ

ム

と

カ

ラ

ス

の

鳴

き

声

が

響

く

街

。 

 

○

ピ

ア

ノ

教

室

前

（

夕

） 

律

、

ピ

ア

ノ

教

室

に

入

る

。 
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○

ピ

ア

ノ

教

室

・

教

室

（

夕

） 

律

、

教

室

内

に

入

り

、 

律

「

こ

ん

に

ち

は

ー

」 
と

、

お

辞

儀

。 

準

備

し

て

い

た

福

添

幸

（

３

０

）、

振

り

返

り

、 

幸

「

あ

ら

、

こ

ん

に

ち

は

り

っ

ち

ゃ

ん

。

早

い

ね

今

日

。

い

つ

も

ギ

リ

ギ

リ

な

の

に

」 

律

「

…
…

は

い

」 

幸

、

不

思

議

そ

う

な

顔

を

し

つ

つ

、 

幸

「

ま

、

や

る

気

が

あ

り

ゃ

よ

し

。

始

め

ち

ゃ

お

っ

か

？

 

ち

ょ

っ

と

早

い

け

ど

」 

律

「

は

い

」 

と

、

鞄

か

ら

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

取

り

出

し

、

持

っ

た

ま

ま

、

ピ

ア

ノ

の

前

へ

座

る

。 

幸

「

ち

ゃ

ん

と

練

習

し

て

き

た

ー

？

 

奏

マ

マ

に

言

わ

れ

て

や

る

よ

う

じ

ゃ

ダ

メ

な

ん

だ

よ

ー

？

」 

律

「

…
…

あ

の

っ

！

 

幸

先

生

」 

と

、

振

り

返

る

。 

幸

「

…
…

ん

？

」 

律

、

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

差

し

出

し

、 
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律

「

こ

れ

、

教

え

て

く

れ

ま

せ

ん

か

？

」 

幸

、

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

受

け

取

り

、 

幸

「

…
…

ほ

う

。

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

」

？

 

こ

れ

、

フ

ル

ー

ト

と

や

る

バ

ー

ジ

ョ

ン

じ

ゃ

ん

」 

律

「

…
…

は

い

。

ピ

ア

ノ

の

と

こ

、

を

…
…

」 

幸

「

ど

う

し

…
…

」 

と

、

律

を

見

る

。 

恥

ず

か

し

そ

う

に

顔

を

伏

せ

た

ま

ま

の

律

。 

幸

、

思

い

出

し

、

何

度

も

頷

く

。 

顔

を

伏

せ

た

ま

ま

の

律

。 

幸

「

よ

し

っ

！

 

じ

ゃ

あ

今

日

は

、

特

別

に

、

教

え

た

げ

る

」 

律

「

…
…

本

当

っ

！

？

」 

幸

「

フ

ッ

。

い

つ

も

こ

ん

ぐ

ら

い

や

る

気

が

あ

る

と

、

い

い

ん

だ

け

ど

ね

ー

？

」 

律

「

…
…

す

み

ま

せ

ん

」 

幸

「

さ

っ

、

や

る

よ

っ

？

」 

律

「

…
…

は

い

っ

！

」 

 

○

ピ

ア

ノ

教

室

前

（

日

没

前

） 
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律

、

ピ

ア

ノ

教

室

を

出

て

、

家

路

へ

。 

 

○

道

（

日

没

前

） 
興

奮

冷

め

や

ら

ぬ

顔

つ

き

で

歩

く

律

。 

音

を

確

か

め

る

よ

う

に

吹

か

れ

る

フ

ル

ー

ト

 

の

音

が

聞

こ

え

て

く

る

。 

 

○

（

回

想

）

コ

ン

サ

ー

ト

ホ

ー

ル

・

檀

上 

フ

ル

ー

ト

を

構

え

る

み

き

と

、

ピ

ア

ノ

の

鍵

盤

に

手

を

置

く

幸

、

息

を

合

わ

せ

、

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

」

を

奏

で

始

め

る

。 

楽

し

そ

う

に

フ

ル

ー

ト

を

吹

く

み

き

。 

滑

ら

か

に

ピ

ア

ノ

を

弾

く

幸

。 

 

○

同

・

座

席

側 

檀

上

を

夢

中

で

見

つ

め

る

律

、

ま

る

で

鼻

歌

を

歌

う

よ

う

に

首

を

振

る

。 

（

回

想

終

わ

り

） 

 

○

道

（

日

没

前

） 



11 

 

ピ

ア

ノ

と

フ

ル

ー

ト

の

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

」

が

遠

の

く

中

、

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

」

の

鼻

歌

を

歌

い

つ

つ

、

上

機

嫌

に

歩

く

律

。 

 

○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

２

０

２

号

室

・

キ

ッ

チ

ン

（

夜

） 

夕

食

の

準

備

を

す

る

奏

。 

玄

関

の

開

く

音

が

し

、 

律

「

た

だ

い

ま

」 

奏

「

お

か

え

り

ー

」 

律

、

洗

面

台

へ

。 

奏

「

宿

題

は

ー

？

」 

律

、

手

を

洗

い

つ

つ

、 

律

「

終

わ

っ

た

」 

奏

、

思

わ

ず

手

を

止

め

、 

奏

「

あ

そ

う

！

 

珍

し

い

」 

律

、

リ

ビ

ン

グ

へ

。 

奏

「

じ

ゃ

、

忘

れ

る

前

に

、

今

日

の

ピ

ア

ノ

の

復

習

を

…
…

」 

と

、

律

を

見

、

手

を

止

め

る

。 
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○

同

・

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

律

、

ど

こ

か

か

ら

人

々

の

ざ

わ

め

き

が

聞

こ

え

て

く

る

中

、

ピ

ア

ノ

の

前

に

座

り

、

瞑

想

す

る

よ

う

に

目

を

閉

じ

る

。 

開

い

た

窓

の

網

戸

か

ら

風

が

吹

き

、

レ

ー

ス

カ

ー

テ

ン

が

翻

る

と

共

に

、

音

を

確

か

め

る

よ

う

に

吹

か

れ

る

フ

ル

ー

ト

の

音

が

聞

こ

え

て

く

る

。 

律

の

手

、

ざ

わ

め

き

が

静

ま

っ

て

い

く

と

共

に

、

鍵

盤

の

上

に

静

か

に

置

か

れ

る

。 

律

、

息

を

吐

き

、

息

を

合

わ

せ

る

よ

う

に

吸

う

と

共

に

目

を

開

け

、

優

し

く

ピ

ア

ノ

を

弾

き

始

め

る

。 

奏

、

息

を

合

わ

せ

た

か

の

よ

う

に

同

時

に

フ

ル

ー

ト

の

音

が

合

わ

さ

り

、

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

」

が

奏

で

ら

れ

、

驚

く

も

、

微

笑

み

、

手

を

動

か

す

。 

律

、

右

前

へ

目

を

向

け

る

。 

 

○

（

幻

想

）

コ

ン

サ

ー

ト

ホ

ー

ル

・

檀

上 
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檀

上

で

フ

ル

ー

ト

を

奏

で

る

み

き

と

、

ピ

ア

ノ

を

弾

き

つ

つ

み

き

を

見

る

律

の

後

ろ

姿

。 

微

笑

む

律

。 
み

き

、

律

に

目

を

向

け

る

。 

律

、

驚

い

て

目

を

見

開

く

。 

（

幻

想

終

わ

り

） 

 

○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

２

０

２

号

室

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

） 

律

の

手

、

電

流

が

走

っ

た

か

の

よ

う

に

反

射

的

に

鍵

盤

か

ら

離

れ

る

。 

奏

「

ん

？

」 

と

、

手

を

止

め

、

律

を

見

る

。 

律

、

変

わ

ら

ず

フ

ル

ー

ト

の

旋

律

が

聞

こ

え

る

中

、

ゆ

っ

く

り

と

両

手

を

両

膝

に

置

き

、

溜

息

を

つ

き

、

肩

を

落

と

す

。 

律

を

見

る

奏

、

手

元

を

見

、

手

を

動

か

す

。 

律

の

手

、

ズ

ボ

ン

を

握

り

し

め

る

。 

 

○

同

上

（

朝

） 

網

戸

か

ら

の

朝

日

に

照

ら

さ

れ

る

ピ

ア

ノ

前
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の

椅

子

。 
律

「

行

っ

て

き

ま

す

」 

奏

「

行

っ

て

ら

っ

し

ゃ

い

」 

 

○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

外

観

（

朝

） 

２

０

２

号

室

か

ら

出

る

律

と

、

ほ

ぼ

同

時

に

３

０

１

号

室

か

ら

出

る

み

き

。 

 

○

通

学

路

（

朝

） 

足

早

に

先

を

行

く

律

と

、

後

方

を

歩

く

み

き

の

後

ろ

姿

。 

小

学

校

の

チ

ャ

イ

ム

。 

 

○

同

上

（

夕

） 

鍵

盤

ハ

ー

モ

ニ

カ

の

ケ

ー

ス

を

持

っ

た

律

、

チ

ャ

イ

ム

の

中

、

落

ち

込

ん

だ

様

子

で

帰

路

に

。 

 

○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

２

階

（

夕

） 

律

、

顔

を

伏

せ

が

ち

に

階

段

を

上

り

、

２

０
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２

号

室

に

目

を

向

け

る

と

、

立

ち

止

ま

る

。 

２

０

２

号

室

の

ド

ア

に

向

か

っ

て

立

つ

み

き

、

律

に

目

を

向

け

る

。 
律

、

咄

嗟

に

２

階

と

階

段

を

繋

ぐ

壁

の

後

ろ

に

隠

れ

る

。 

律

「（

小

声

で

）

え

っ

…
…

！

 

え

っ

何

で

…
…

」 

×
 

 
×

 
 

×
 

（

フ

ラ

ッ

シ

ュ

） 

２

０

２

号

室

前

で

律

を

見

る

み

き

の

目

。 

×
 

 
×

 
 

×
 

律

「

…
…

（

小

声

で

）

怒

っ

て

ん

だ

…
…
」 

と

、

辛

そ

う

に

目

を

閉

じ

、

意

を

決

し

て

立

ち

上

が

ろ

う

と

す

る

と

、

音

を

確

か

め

る

よ

う

に

吹

か

れ

る

リ

コ

ー

ダ

ー

の

音

が

聞

こ

え

、

動

き

を

止

め

る

。 

律

、

壁

か

ら

覗

き

込

む

。 

２

０

２

号

室

に

背

を

向

け

、

音

を

確

か

め

終

わ

る

み

き

、

律

を

見

る

。 

律

、

何

か

思

い

つ

き

、

咄

嗟

に

頭

を

引

く

。 

律

の

手

、

慌

て

て

ケ

ー

ス

か

ら

鍵

盤

ハ

ー

モ
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ニ

カ

を

取

り

出

す

。 

ホ

ー

ス

を

咥

え

た

律

、

壁

か

ら

覗

く

。 

み

き

、

笑

っ

て

し

ま

い

、

リ

コ

ー

ダ

ー

か

ら

変

な

音

を

出

す

。 

驚

い

た

よ

う

な

表

情

を

見

せ

る

律

。 

み

き

、

気

を

取

り

直

す

よ

う

に

リ

コ

ー

ダ

ー

を

構

え

、

真

っ

す

ぐ

前

を

見

る

。 

律

、

咄

嗟

に

頭

を

引

く

。 

律

、

階

段

に

座

り

、

目

を

閉

じ

る

。 

律

の

手

、

鍵

盤

の

上

に

置

か

れ

る

。 

律

、

息

を

吐

き

、

息

を

吸

う

と

共

に

目

を

開

け

る

。 

息

を

吸

う

み

き

、

リ

コ

ー

ダ

ー

を

吹

き

、

律

と

共

に

「

Ｇ

線

上

の

ア

リ

ア

」

を

奏

で

、

余

裕

た

っ

ぷ

り

に

前

を

見

る

。 

 

○

（

幻

想

）

コ

ン

サ

ー

ト

ホ

ー

ル

・

座

席

側 

檀

上

で

リ

コ

ー

ダ

ー

を

吹

く

み

き

。 

（

幻

想

終

わ

り

） 
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○

マ

ン

シ

ョ

ン

・

２

階

（

夕

） 

必

死

に

弾

く

律

、

徐

々

に

余

裕

が

出

始

め

、

前

を

見

る

。 

 

○

（

幻

想

）

コ

ン

サ

ー

ト

ホ

ー

ル

・

座

席

側 

ス

テ

ー

ジ

手

前

に

、

両

足

を

座

席

側

に

投

げ

出

し

て

座

り

、

鍵

盤

ハ

ー

モ

ニ

カ

を

弾

く

律

。 

階

段

と

２

０

２

号

室

と

同

じ

距

離

で

離

れ

て

、

檀

上

で

演

奏

す

る

み

き

と

律

。 

 

メ

イ

ン

タ

イ

ト

ル

「

斜

め

上

の

キ

ミ

に

捧

ぐ

」 

 

弾

き

終

わ

る

み

き

と

律

、

拍

手

喝

采

の

中

、

お

辞

儀

。 

み

き

と

律

、

互

い

を

見

合

い

、

微

笑

む

。 

（

了

） 


